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要旨 

本研究は，「保育・教職実践演習」の授業で実施している「にこにこタイム」の取り組みについて，学生が主体的に

進めていけるようにするために行うことが目的である。「平成 29 年度」の授業アンケートでは，保育･教職実践演習で

の「にこにこタイム」での学びに対しては，学生たちにはおおむね効果があった。より，学生の主体性や，学びに近付

けるためには，「にこにこタイム」の振り返り，分析することで，次年度の授業へ課題を明らかにしていくことを目指

している。 

 
キーワード：保育・教職実践演習  子ども理解  学びの共有  授業改善 

 
１．はじめに  

 平成 28 年度から，大学 4 年次後期の「保育・教職実践演習」の授業では，より具体的に実践を積

んでいくことを考え，「模擬保育」や「にこにこタイム」の実践をしている。 
 「模擬保育」は，3 歳児・4 歳児・5 歳児を対象に部分保育の指導計画を立てる。班で保育を考え，

クラスで模擬保育を行い，計画した保育を実践し，事後に協議，考察する。 
「にこにこタイム」は，模擬保育で得た保育実践の学びを深め，近隣の幼稚園の子どもたちと触れ合

いを通してより実践的に学ぶことを目標に実施している。いずれも，各自がそれぞれの役割に責任を

もち，主体的に考えて動き，協働する中から学びを共有することを目指している。 
 「にこにこタイム」を初めて実施した平成 28 年度は，イメージできる時期が早くなれば，より主

体的に取り組めるように情報提供時期が課題として残った（１）。実践 2 年目となる平成 29 年度は授業

の初回から情報を共有できるように授業計画を見直した。「にこにこタイム」の実施直後のアンケート

を通して，主体的に考えて動ける課題であったか，子どもと関わる経験ができたかについて検討し，

2 年目の授業実践を振り返る。 
 
２．保育・教職実践演習とは 
（１）授業設定の背景  
 「保育・教職実践演習」は，教職課程の他の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動を通じ

て，学生が身に付けた資質能力が，教員として最小限必要な資質能力として有機的に統合され，形

成されたかについて，課程認定大学が自らの養成する教員像や到達目標等に照らして最終的に確認
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するものである。学生はこの科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題

であるのかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着を図ることにより，

教職生活をより円滑にスタートできるようになることが期待される科目である。 
 本学では，平成 25 年度より教職科目必修 2 単位の科目として，大学教育学科 4 年次後期に「保

育・教職実践演習（幼）」が設定されている。幼稚園教諭一種免許状を基礎免許とする者及び保育

士課程履修者は原則全員履修することになっている。平成28年度開講の「保育・教職実践演習（幼）」

を受講するためには，①「教育実習Ⅰ（幼）」，②「保育実習Ⅰ(保育所)」・「保育実習Ⅰ(施設)」のい

ずれかを履修していることが要件として示されている。 
 

（２）科目の目的・到達目標 

  「保育・教職実践演習（幼）」の科目目的は，保育・幼児教育の担い手としての生活をより円滑に

スタートできるよう，保育者になる上で必要な資質能力についての自己の課題を自覚し，不足して

いる知識や技能等を必要に応じて補い，その定着を図ることである。また，到達目標は，次の通り

である。 

 ①保育者として，使命感・責任感・教育保育的愛情等を有している。 

 ②社会性や対人関係能力を有している。 

 ③子どもを理解し，学級経営等を行うことができる。 

 ④保育内容等を豊かに開発し，これを保育実践に計画的に生かしつつ指導することができる。 

 

（３）授業形態 

 幼稚園免許状を基礎免許とする３クラス（D 組 24 名，E 組 50 名，F 組 49 名，計 123 名）が受

講し，６名の教員で担当した。授業方法は，後期火曜日 1～2 限連続開講，演習２コマ連続で 15 回

（30 コマ）実施した。クラス毎の人数の差を考え，３～４人の班を作り，３クラス合同で花組･月

組･星組を構成し，実践を行っていく。 
 
３．平成28年度 保育・教職実践演習の第1回「にこにこタイム」の振り返り 

 昨年度の「にこにこタイム」の成果と課題を以下の 3 点にまとめた。 
（１）どの学生にも役割があり，それぞれが役割をもつことで，責任をもって考えて，行動する必

要があった。斑で動くこと，連携，共感力，協力することの楽しさや大切さを実感する機会

となった。 
（２）子どもを理解することの大切さを実感し，自分たちが考えた保育で子どもが喜んでくれたと

いう経験が，学生同士の互いの共感を生み，それぞれが保育現場に立つという確信につなが

り，頑張っていこうという自信になった有意義な時間であった。 
 （３）計画的に進められたかという課題がある。学生たちが，自分たちで考えて動き出すまでに，

少し時がかかった。「にこにこタイム」のイメージが共有し合うために時間が必要である。 
 
４．平成29年度保育・教職実践演習 第2回「にこにこタイム」の授業内容について 

（１）授業の計画 
  保育者として身につけておくべき内容として， 

① 使命感や責任感，教育的愛情等に関する事項 
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② 社会性や対人関係能力に関する事項  
③ 幼児理解や学級経営等に関する事項 
④ 保育内容の指導力に関する事項 
⑤ 保育実践の課題に関する事項 

という５つの観点から，演習，討論，実技，観察などを通じて学べるように（表１）のように授

業計画を立てた。 
 
           表１   平成29年度の授業内容            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 29 年度は，早い時期に「にこにこタイム」の全容を学生が把握し，学生同士が情報を共有し

て進められるように，1 回目の授業で前年度の取り組みをスライド等で示し，全体のイメージが持ち

やすいようにした。 
 
（２）「にこにこタイム」について 
当日の「にこにこタイム」は，「おたのしみ会」と「遊びの広場」がある。「おたのしみ会」は模擬

保育の中から選ばれた 18 班が３つの会場に分かれて設定保育の係を担当する。「遊びの広場」は各ク

ラスで考えた遊びを６つの遊びをアゴラの遊びの係が展開する。「おたのしみ会」と「遊びの広場」を

つなぐ役割として世話係が誘導する。「にこにこタイム」の全体の流れに合わせて，学生たちは班ごと

に３つの役割の係に分かれて活動する。 
① アゴラの遊びの係 ： 
アゴラの「遊びの広場」では，学生が考えた６つの遊びを遊びのコーナーとして設け，一緒に子

どもたちと楽しみ関わる。 
サッカー・魚釣り・大型パズル・的当て・ボーリング・玉入れの６つの遊びを用意する。事前に

遊びに必要な物を準備したり，ルールを決めたりしていく。 
アゴラに６つの遊びのコーナーに分け，当日参加した子どもたちと一緒に楽しみ関わることをア

ゴラ遊びの係が担当する。 
② 設定保育の係 ： 
授業でおこなった模擬保育の実践から投票で選出された 18 班が当日の「おたのしみ会」で子ど

もたちを対象に実際に保育をする。学生たちは，3 会場で前半，後半に分かれて，「表現」「言葉」

「音楽」3 つの保育を組み合わせて順番を決定し，指導案を練り直し当日に備える（表２）。 

13回目

14回目

15回目

◆使命感や責任感、教育的愛情などに関する事項

・　幼稚園教諭として大切なこと

・　幼稚園の園務について

◆幼児理解や学級経営などに関する事項

・　子ども理解と保育実践について

・　保育実習記録・エピソード記録：プレーンストーミング、ロールプレイなど

◆社会性や対人関係能力に関する事項

・　組織の一員として

・　授業計画　具体的な事例　：プレーンストーミング、ロールプレイなど

保育内容の指導力に関する事項

模擬保育：保育案作成、保育の省察・協議」など

・幼児教育にかかわるものとしての職業観･責任感に関する事項

講演会（現役の園長先生の講話）

総括

1回目 オリエンテーション

・保育・教職実践演習の授業について

・「にこにこタイム」の概要　：パワーポイントにて説明

９～１２回目

2～8回目

「にこにこタイム」実施

「にこにこタイム」の振り返り
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表2    おたのしみ会の内容                       

   

      
③ 世話係 ： 
 園児たちを園まで迎えに行き，引率をする。子どもたちに付き添い，誘導，水分補給，手洗いな

ど子どもたちの世話をする。 
 

５．「にこにこタイム」のアンケート 
（１）アンケート実施と回収 
    ① 対象：123 名受講生のうち，「ニコニコタイム」に出席した学生のうち回収された 113

名のアンケートを分析対象とする。 
② 内容：実施したアンケートの内容は表３の通りである。 

表3   「にこにこタイム」アンケート 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「にこにこタイム」の回答より 

①「にこにこタイム」は楽しかったか。 
（１：0 人  ２：13 人  ３：69 人  ４：31 人） 

    

　３１２室　（４歳）

１　お話「へんしんトンネル」

２　みんなでうたおう♪

３　踊ろう！みんなで☆

　３０４室（４歳）

１　歌「幸せならてをたたこう」

２　踊ろう「やさいたいそう」

３　お話「てぶくろ」

　３０５室（５歳）

１　言葉かくれんぼ

２　赤鼻のトナカイ

３　サンタさんとトナカイくん

　３０４室（3歳） 　３０５室（3歳） 　３１２室　（5歳）

１　「なべなべそこぬけ」

２　「言葉のかくれんぼ」

３　歌って踊ろう「ジングルベル

１　お話「サンタのおまじない」

２　「なりきりあてっこゲーム」

３　あわてんぼうのサンタクロース

１　お話「サンタのひみつ」

２　あわてんぼうのサンタクロース
３　体を動かそう「できるかな」

とても楽しかった

27%

楽しかった

61%

少し楽しかった

12%

楽しくなかった

0%
Q1  「にこにこタイム」を楽しめたかどうかについて

は，113 名のうち楽しくなかったいう学生は 0 人で

ある。楽しかった，とても楽しかったを合わせると

88％になり，全員が少しでも楽しんだことが分か

る。実際に子どもたちと関われる機会をもつことに

大きな意義があると言えるのではないか。少し楽し

かったという 12％の学生について，次のアンケー

ト項目での回答にも着目して分析していきたい。 

前半 
 
  
 
後半 

Q1「にこにこタイム」は楽しかったですか

①  楽しくなかった　②少し楽しかった　③楽しかった　④とても楽しかった

Q2「にこにこタイム」で園児たちとのかかわりの中で学びはありました

か？

①なかった　　　　②少しあった　　　③あった　　　④とてもあった

具体的に：

Q3「にこにこタイム」を保育・教職実践演習の経験はどうでしたか？

①よくなかった　　②少しよかった　③よかった 　④とてもよかった

具体的に：　　　　　　　　　　理由：

Q4「にこにこタイム」を通して、何を感じましたか？

Q5「にこにこタイム」での自分の役割は何でしたか？

Q6その役割から何を学びましたか？

Q7「にこにこタイム」のイメージは、いつ頃、持つことができましたか？

･最初のオリエンテーションで昨年度の様子をパワーポイントで見た時

・模擬保育などの授業しているうちに

・アゴラの遊びやにこにこタイムに向けての準備をしていくうちに

・当日　　　　　　　　　　・その他：

Q8 「にこにこタイム」の感想・意見を聞かせてください。

図1 「にこにこタイム」は楽しかったか 
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②「にこにこタイム」で園児たちとの関わりの中での学びはあったか 
（１：2 人  2：14 人  3：70 人  ４：27人） 

   
  図２  園児たちとの関わりからの学び 

 

④ 「にこにこタイム」は教職実践演習の経験としてどうか 
（１：0 人  ２：13 人  ３：72 人  ４：28 人） 

   

   図３ 「にこにこタイム」の経験はどうだったか 

 

⑤ 「にこにこタイム」のイメージは，いつ頃，持つことができたか 

表４    イメージがもてた時期はいつか 

 

  

図５ イメージはいつも持てたか 

とてもあった
24%

あった
62%

少しあった
12%

なかった
2%

Q2

とてもよかった

25%

よかった

64%

少しよかった

11%

よくなかった

0%

Q3

５人

１４人

５１人

３９人

２人

第１回目授業

模擬保育などの授業をしているうちに

アゴラの遊びや当日に向けての準備をしていくうちに

当日

その他

第１回目授業

4%

模擬保育などの授業

14%

準備をしていくうちに

45%

当日

35%

その他

2%Q8

 園児たちと触れ合う機会を，学生たちは期待し，

喜んでいた。だからこそ，かかわろうという積極的

気持ちで取り組めた。 
しかし，全員が，何らかの形で子どもと触れ合え

るようにと計画していたが，なかったと回答は２％

である。ここに着目してみると，Q３の項目では，

よかったと回答していることが分かった。学びにつ

いての学生の意識はどうかを分析していきたい。 

学生同士の模擬保育だけでは得られない経験

がある。設定保育を計画し，実践し，子どもたち

と触れ合い，関わりの難しさ，楽しさ，面白さ，

子どもらしさを感じ取るという学びがあった。目

の前の子どもたちに対応しながら，保育をするこ

との責任ややりがいを感じたのではないか。 

初回の授業で，実際の活動の写真を見せた

が，一度だけでは，イメージをもつことができ

なかった。準備をしながら「にこにこタイム」

について，どういうものなのかを少しずつ理解

していくことが分かった。 
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（３）担当グループの分析と課題 

 次に，全体的なイメージを担当の係で共有していくことが学生の主体性にもつながるのではないか

と考え，各担当の係の意識について分析していく。 
 Q１～Q３の設問の回答から，なかった：１点，少しあった：2 点，あった：3 点，とてもあった：

4 点として得点化し，係ごとの平均値を比較し分散分析を行った結果，Q１と Q3 では，各役割の間の

差はなかったが，Q２の設問に対して，アゴラの遊び係はＸ(―)＝2.81 であり，設定保育の係Ｘ(―)＝
3.30，世話係Ｘ(―)＝3.09 に比べて低く（図６），Bonferroni 方法による多重比較の結果，有意な差が

認められた（Ｆ（2,109）＝6.965 p<.001）（表４）。  
※ ①なかった：１点 ②少しあった：2 点 ③あった：3 点 ④とてもあった：4 点として集計した。 

   

図６  担当グループの学び 

 

また，Q９の感想の自由記述内容を，良かった点と 改善点・要望などの内容に分けたところ，

良かった点は 50，改善点・要望などは 49 の小項目が抽出され，類似した内容を整理すると，良か

った点については 8 つ，改善点・要望については 7 つの大項目にまとめることができた。担当係ご

との，大項目の割合を示した（表５・表６）。 
 表５   Q９  感想  良かった点         

 

 

 
 
 

 

表６   Q９  感想 改善点・要望 

 
 
 
 
 
①  アゴラの遊び係の感想と課題 
アゴラの遊び係の学生が，なぜ，設定保育や世話係に比べて，園児たちとの関わりの中での学び

が低いと感じていたのか，Q３の「にこにこタイム」の経験についての設問と，Q９の良かった点

2.8
2.9

3
3.1
3.2
3.3
3.4

設定 アゴラ 世話

Q2

Q2

 

平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率

１設定保育　（55名）グループ間 0.357 2 0.179 0.482 0.619

グループ内 40.775 110 0.371

合計 41.133 112

2アゴラ（36名） グループ間 5.203 2 2.602 6.965 0.001 **

グループ内 40.716 109 0.374

合計 45.92 111

3世話係（22名） グループ間 0.646 2 0.323 0.926 0.399

グループ内 38.363 110 0.349

合計 39.009 112

表４   子どもとの関わりで学があったか：分散分析 

評 
 

定 
 
 

点 

 

　　 設定保育の係（55人） アゴラ遊びの係 世話係（22人）
子どもに関われてよかった 46.1 36.2 47.6
楽しく貴重な体験だった 20.2 19 19
自己課題や目標を持つことができた 10.1 10.3 14.3
子どもと学べる授業で今後も続けてほしい 4.5 13.8 9.5
子どものことを考えて教材研究をした 7.9 1.7 4.8
保育をする楽しさ・声かけの必要性を学んだ 4.5 8.6 0
友達の保育を見ることができた 3.4 6.9 4.8
友達と協力できた 3.4 3.4 0

 

設定保育の係（55人） アゴラ遊びの係 世話係（22人）
当日の情報を事前に共有したかった 27.7 28.6 58.8
準備の時間を事前に共有したかった 31.9 28.6 11.8
イメージが分からなかった 12.8 21.4 11.8
人数が多かった 10.6 10.7 5.9
学生同士で相談すればよかった 4.3 10.7 5.9
場所が狭かった 6.4 0 5.9
時期を考えてほしい 6.4 0 0
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を述べた感想（表５）から考えてみたい。 
Q３の「にこにこタイム」の経験についての設問に対して（表７），よかった，アゴラの遊び係を

通してとてもよかったと解答している学生は 86％である。 
一方，Q９の感想の良かった点のうち，設定保育係 46.1％，  表７ アゴラの遊び係の感想 

世話係 47.6％が「子どもに関われてよかった」と述べている 
のに対して，アゴラの遊び係は 36.2％と他の係に比べて低い 
割合で，子どもたちと十分に関わることができたと実感が持 
てなかったことが見て取れる。 
アゴラの遊び係の学生たちは，この経験はよかったと思っているが，子どもへの関わりについて

物足りなさがあるということである。子どもと十分に関われるよう自分たちで計画していく，進行

していくという実感が少なかったのではないか。自分たちで作っていくという意識や意欲がもてる

よう，係で十分に理解し話し合う時間を確保するなどして，授業の中で，学生の主体性を引き出す

展開が必要であることが見えてきた。 
             

② 設定保育係の感想と課題 
設定保育係は，授業内で模擬保育の経験をして，子どもたちの前で保育をする班として選ばれて

いる。選ばれようと取り組んでいる学生が多いということが，イメージを自分たちで共有して進め

ていくことにつながった。 
Q９ 感想 改善点・要望 として設定保育の係の 31.9％が「準備の時間が少なかった・時間が

あればよかった」と述べており，幼児の年齢や人数を考慮した保育に考え直すための時間が必要で

ある。保育のねらいが達成できるように班での話し合いの時間や教材の準備を進めていく時間をも

つことが必要である。 
 
③ 世話係の感想と課題 

Q７の何時の時点で，「にこにこタイム」のイメージが持てたのかに対する設問に，設定保育係・

アゴラの遊び係は，半ば過ぎと答えているが，世話係は当日にイメージがもてた割合が 37％と，

ほかの 2 つの係より高い割合を示した（図９）。 
 
 
 

 

 

 

 

                                                            

   図９   何時の時点で「にこにこタイム」のイメージを持てたのか 

 

Q９の感想では，改善点・要望についての係ごとの割合を見ると（表６），世話係の 58.8％が「当

日の情報を事前に共有したかった」と述べており，世話係は他の係に比べて当日まで担当の具体的

イメージをもちにくかった，全体の流れや情報共有が十分でなかったことが示された。事前に自分
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たちの役割が理解できても，実際に子どもたちと出会って，臨機応変に対応することが求められる

ことが多く，より安心して取り組めるように，当日の具体的な役割を把握し，事前に情報共有がで

きる時間の確保が必要である。 
   

５．全体的考察 
 保育･教職実践演習での「にこにこタイム」での学びに対しては，学生たちにはおおむね効果があっ

た。より，学生の主体性や，学びに近付けるためには，各係の役割，係全体での確認の時間を考慮し

て授業計画の見直しを行う必要がある。 
 各係の役割から各自の主体性が高まるようにするには， 
（１）「にこにこタイム」のイメージの共有化 

（２）自分たちが中心になって進めていくという主体性の確立 

（３）子ども理解など，自分が何を学ぼうとしているのかを役割の係で明確化 
 という 3 点が次年度への課題である。 
具体的には， 
（１）アゴラの遊び係の学生は，自分たちで教材は作るが，それをどう活かし，どう進行していく

かを共有していくことが必要である。 
（２）世話係の学生は，当日の流れと自分たちの動きを把握するために，会場についてのイメージ，

誘導などついて話し合う時間をもつ。 
（３）設定保育係の学生は，短い時間の中で，保育のねらいが達成できるように班での話し合いの

時間や教材の準備を進めていく時間をもつ。 
 
学生の意見の中で，幼稚園の現場での教育実習では，先輩の保育者の保育を観察し，たくさんの学

びがあった。しかし「にこにこタイム」では，自分たちと同じ学生がする保育を見て，自分ならどう

するかという視点で観察することができたことが嬉しいという意見，世話係で子どもと一緒にいろい

ろな経験ができたという意見などがあった。 
学生が子ども役になってする模擬保育では経験できない子どもの生のつぶやきや反応に対して，ど

う援助していくのかという，瞬時の対応，臨機応変な機転をはたらかせることが必要になる。子ども

との直接的な経験を通して大きな気付きや自分の課題が見えてくる。 
自分の課題をしっかりと見つめ，4 月からの子どもたちとの出会いに活かしてほしいと願っている。 
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